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これからの日本語教師に求められる 

資質・能力とは何か 

 

本特集では，日本語教育学会の理念体系の社会的研究課題２「日本語人材・複言語人材

育成のための日本語教師養成・研修の理念と枠組みの再構築」に基づき，「これからの日本

語教師に求められる資質・能力とは何か」をテーマとします。 

2019年の日本語教育推進法案の成立，「日本語教育の推進に関する国の基本方針」（閣

議決定）の策定，「日本語教育人材の養成研修の在り方について（報告）」（文化審議会

国語分科会），それらを受けた日本語教師の国家資格の議論など，社会的状況は大きく変

化しています。養成，初任，中堅といった異なる段階における研修内容についても，様々

な議論や試みがなされています。また，2020年に始まったコロナ禍を経て，日本語教師に

求められる能力も変わりつつあると思われます。 

これからの時代の日本語教師に必要とされる能力について考えることは，教師養成担当

者や政策担当者の課題であるだけではなく，日本語教育に関わるすべての関係者にとって

必要なことであると思います。それぞれの領域・立場に固有の視点から切り込んだ，意欲的

な論文の投稿をお待ちしております。 
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